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福島における除線作業や汚染管理において、放射性セシウムの分布は非常に重要な情報のうちの一つで

ある。137
Cs から飛来するガンマ線(662keV)と特性 X 線(32kev)の両方の情報を取得するための方法として、

春の年会ではピンホールカメラとコンプトンカメラを組み合わせた検出器を提案したが、肝心の特性 X 線

が測定できていなかった。本報告では検出器に用いる材料を変え、改善を図った結果について報告する。 
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1. 背景 

福島で除染作業等を行うにあたって、放射性セシウムの分布状況を把握するためにガンマカメラが用い

られる。ガンマカメラには低エネルギーの測定に向いたピンホールカメラ方式と高エネルギーの測定に向

いたコンプトンカメラ方式がある。本研究ではこれらの方式を組み合わせることによって 137
Csから飛来す

るガンマ線と特性 X線の両方の情報を取得し、より精度の高いガンマカメラを開発することを目的とした。 

2. エネルギースペクトル測定結果 

 開発したピンホールコンプトンカメラを用いて、何種類かのガンマ線源についてエネルギースペクトル

を測定した結果を図 1 に示す。なお信号の読み出し方法として、動的閾値法を実装した時間幅信号処理法

を採用したため、横軸は出力信号の時間幅となっ

ている。241
Am の 59.5keV から 137

Cs の 662keV の

範囲で各γ線源の代表的な光電ピークを確認でき

たが、137
Csの特性 X線によるピークは確認するこ

とはできなかった。一方で 0.6[us]付近に各線源共

通のピークが現れる結果となった。 

3. 検出器の改善 

  
137

Cs の特性 X 線が測定できなかった原因、各

線源共通のピークが現れた原因として、検出器の

GAGGシンチレータの固定に使用している硫酸バ

リウムの特性 X線が挙げられる。そこで検出器に

使用している硫酸バリウムをテフロンに変え、再

度 137
Csの測定を行った。その結果を図 2 に示す。

材料の変更によって、137
Csの特性 X線によるピー

クを確認することができた。今後は改善した検出

器についてピンホールカメラとしての評価を行っ

た後に、実際に福島にて 137
Cs の分布測定を行う。 
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図 1 各γ線源のエネルギースペクトル 

図 2 材料変更後の 137Csのエネルギースペクトル

測定結果 
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